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☆ 働き盛り世代を取り巻く労働問題を考えるフォーラム…京都府山城北保健所 

☆ きょうと農商工連携応援ファンド…京都産業 21 

☆ 人材不足の原因分析と育成の方向性を学ぶセミナー…大阪産業創造館 

☆ 先輩社員のための指導力強化セミナー…関西生産性本部 

 

海外・国内で観光宇治をＰＲ！ 
 

オール宇治体制 
 

タイ国際旅行博2018で観光宇治をプロモーション 

宇治商工会議所では、タイからの観光誘客を図るため、宇治市、観光協会、

京都山城地域振興社（お茶の京都ＤＭＯ）と連携し、バンコク市内で開催さ

れた「タイ国際旅行博2018」において、ＰＲブースを出展し、「オール宇治体

制」で観光プロモーションを実施しました。「タイ国際旅行博」は、2月7日か

ら5日間に渡り、旅行会社や航空会社が来場者に直接旅行商品を販売する国際

観光見本市で、期間中の来場者数は約50万人で、日本からも多くの自治体や

企業がＰＲ出展しました。タイでは、4月中旬にソンクランという大型連休が

ある為、海外旅行を計画する人が大勢来場されました。宇治市ブースでは、

宇治茶や宇治の観光スポット、京都の交通網について熱心に質問されました。

また、2月9日には現地メディアやウェブサイト制作会社、旅行代理店等を訪

問し、観光セールスを実施しました。タイは、スマートフォンの普及率が70％

と高く、フェイスブックやインスタグラムの利用者数も大きく伸びているこ

とからＳＮＳを活用した観光ＰＲの方法について意見交換を行いました。 

宇治市長･商工会議所会頭･観光協会長が観光庁･文化庁にトップセールス 

山本 正 宇治市長、山本哲治 宇治商工会議所会頭、中村藤吉 宇治市観光

協会長とそれぞれの役職員、昨年3月に設立されたお茶の京都ＤＭＯ 脇 博一

社長を併せて一行9名は、2月14日に観光庁・文化庁・ＪＴＢ本社を訪問し、

宇治市が行っている観光振興の取り組みをＰＲするため「オール宇治体制」

でのトップセールスを行いました。 

観光庁では、水嶋次長らに宇治川上流の天ヶ瀬ダムをはじめとした近代遺

産の活用について要請。文化庁の中岡次長には史跡・名勝の指定と保全に関

する支援を依頼。ＪＴＢ本社では法人事業部観光戦略担当の伊藤部長らと海

外インバウンド誘客等について意見交換を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ国際旅行博の出展ブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
観光庁・水嶋次長を訪問 

 

――― 釜山昌之 

 

公募まもなく開始 申請のご準備を 
 

経営支援補助金 
 

2 月 1日に国会で可決した平成 29 年度補正予算により、下記補助金の公募

が 3 月上旬頃に予定されています。当所では、補助金の申請をサポートして

まいりますので、申請希望をされる方はお早めにご相談ください。 
 

小規模事業者持続化補助金（予算120億円） 

対 象 者 経営計画に基づき、商工会議所の支援を受けながら実施する販路開

対象事業 拓等による経営の持続化を図る事業を行う小規模事業者 

補助金額 上限額 50 万円（補助率 2/3） 
 

ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業補助金（予算 1,000 億円） 

対 象 者 革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う中 

小企業・小規模事業者 

補助金額 ・一 般 型 上限額 1,000 万円（補助率 1/2） 

対 象 者 ・小規模型 上限額 500万円（補助率1/2、※小規模事業者は2/3） 
 

サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業補助金（予算 500 億円） 

対 象 者 生産性向上を実現するため、業務の効率化や売上拡大に資するＩＴ 

ツールの導入を行う中小企業、小規模事業者 

補助金額 上限額 50万円 下限額 15万円（補助率1/2、※ハードは対象外） 

  

 

 

 

補助金の内容は中小企業庁等

で検討中のものであり、変更

される場合があります。申請

期間等、公募要領が決まり次

第、当所の Web ページ(http:

//www.ujicci.or.jp)にてお

知らせします。 

 

     ――― 西江将就 
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第 2回 宇治地域クラウド交流会を開催します 
 

創業支援 
 

 宇治商工会議所では、京都信用金庫、宇治市と連携して、起業家への支援

を通じて地域活性化を図る「第 2回宇治地域クラウド交流会」を開催します。 

 この交流会は、「交流会型のクラウドファンディング」を実施するもので、

起業家 5 名が自身の事業についてプレゼンを行い、参加者がその中で「最も

応援したい起業家」に投票します。その投票数に応じて参加費の一部が起業

家に提供され、起業資金として活用されます。地域の人的ネットワークを広

げる場にもなっていますのでぜひご参加ください。 
  

開催日時 ３月６日(火) 18：30～20：30 

開催場所 宇治市生涯学習センター (参加費 1,000円) 

そ の 他 関連イベント クラウド勉強会 (17:30～18:15 参加費無料) 

「高付加価値の作り方～成熟産業からのイノベーション」 

講師：㈱ハッピー 代表取締役 橋本英夫 氏 

  

 

 

申込は不要ですが、(https:/

/www.facebook.com/events/5

46582769052451/)へ参加表明

いただきますと幸いです。 

お問合せは、宇治商工会議所

商工課（℡23-3101）まで。 

 

――― 釜山昌之 

食べ歩きイベント OGUMANIA2018 開催 
 

にぎわい創出 
 

 小倉地域の商店主が主体となり地元活性化のために結成した“宇治・小倉

商店ネットワーク”では、この地域に数多く立地する飲食店を活かした食べ

歩きイベント『OGUMANIA2018』を開催されます。 

 OGUMANIAは、薄れつつある“はしご酒”の文化を、ここ数年で新たな店舗

も増えた夜の小倉の街で体験してもらおうと開催するもので、地域の 28店舗

が参加するスタンプラリーイベントとなっており、各参加店舗が OGUMANIA

のために用意したスペシャルメニューをオーダーすると、案内所等で配布さ

れるパンフレットにスタンプが押印されます。期間中に合計 3 店舗のスタン

プを集めると、4 月末まで参加店舗で使用できるお得なメニューやサービス

を受けられるクーポンになります。是非ご参加ください。 
  

開催日時 ３月２１日（祝・水）～２５日（日）12：00～24：00 
※各店舗の営業時間などは、パンフレットをご確認ください 

参加店舗 近鉄小倉駅周辺一帯の 28店舗 

  

 

パンフレットは、現在作成中

で、近鉄小倉駅西口に設置さ

れます案内所や参加店舗で配

布予定です。 

詳細は、宇治・小倉商店ネッ

トワークの facebook（https:

//ja-jp.facebook.com/ogur

a.net/）をご覧ください。 

 

――― 福冨頌子 

呉さん(マサ君)が宇治抹茶カフェを台湾でオープン 
 ワーキングホリデー

受入支援事業  

 宇治商工会議所では平成 24 年度より、ワーキングホリデー受入支援事業を

実施しており、現在までに 10名が来宇され、市内事業所で活躍されています。 

 平成 24年に最初のワーキングホリデーとして来宇した呉政衛さんが昨年8

月に台湾南部の台南市で抹茶カフェ“緑町抹茶専門店”をオープンしました。 

 呉さんはワーキングホリデーの頃から飲食店経営が夢でしたが、宇治で出

会った“抹茶”の魅力が忘れられず、台湾での抹茶カフェ開業に至りました。 

 宇治の抹茶、日本産の小麦粉や白玉粉を使用して、日本の味にこだわった

本格的なスイーツは、現地の雑誌や有名ブロガーにも取り上げられており、

連日行列が絶えない人気店となっています。｢オープン以来、宇治で出会った

皆さんや、宇治商工会議所のことを知っている台湾の方々にも来ていただき

とても感動しています。宇治に何度も行かれたお客さんに宇治で食べた味と

全く変わらないと言われたことがすごく嬉しかった。今は店が忙しいため休

みが取れず宇治へ遊びに行けないのが残念です。｣と話されていました。店舗

には宇治市の観光パンフレットも置かれ、ＰＲに努めていただいています。 

  

 

 

 

 

 

 
緑町抹茶専門店とオーナー 

住所:台湾台南市府中街 58 号 

 

台南へお越しの際は、ぜひ足

をお運びください。 

――― 西江将就 
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平成 30年上期 経営経済動向調査結果 
 

宇城久広域連携事業 
 

 宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会では、景気動向を把握する

ために、毎年 1月と 7 月の 2 回、宇治・城陽・久御山区域内に事業所を有す

る企業 1000 社を対象に「経営経済動向調査」を行っています。 

 今回は本年 1 月に、平成 29 年 1 月～6 月及び平成 29 年 7 月～12 月期実績

と、平成 30 年 1 月～6月期予測についての調査を行い、396 社から回答(回答

率 39.6％)を得ました。以下は動向調査結果の要約です。 

 宇治商工会議所・城陽商工会

議所・久御山町商工会では、

本調査の外、経営セミナーや

創業塾等に広域連携で取り

組んでいます。 

  

◇業界の景気 ――平成２６年下期以来の好転で回復基調 

 各企業に関する業界の景況感を全業種でみると、平成２９年の下期実績で

はＢＳＩ値が平成２６年下期以来のプラスで０.９となり、平成２９年上期実

績のＢＳＩ値▲１.３、前回調査した平成２９年下期予測の▲４.２に対し好

転している。平成３０年上期予測のＢＳＩ値は０.０となり、企業によってば

らつきはあるものの全体的には総じて横ばいで推移すると見込んでいる。 

 業種別の平成２９年下期実績をみると、製造業、運輸・通信業、建設業の

ＢＳＩ値がプラスを示し、卸・小売業、飲食業、サービス業においてはマイ

ナス幅が縮小している。 

 規模別にみると、Ａ規模企業（従業員数 20人以上）は全期間のＢＳＩ値が

プラスを示しているが、Ｂ規模企業（従業員数 19人以下）では全期間のＢＳ

Ｉ値がマイナスであり、規模間の格差が顕著に現れている。 

  

ＢＳＩ値とは 

企業経営者の景気全般の

見通しについて、強気、弱気

の度合を示すもので、プラス

ならば「強気」「楽観」、マイ

ナス(▲)ならば「弱気」「悲

観」を意味する。 

算出方法は、上昇回答から

下降回答を差し引きし、2 分

の 1 を乗じて計算する。 

業界の景気 
平成 29 年 1 月～6 月 平成 29年 7月～12月 平成 30 年 1 月～6 月 

実  績 予  測 実  績 予  測 

項 目 

 

業 種 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

全 業 種 24.4 26.9 ▲1.3 17.0 25.4 ▲4.2 26.4 24.6 0.9 25.8 25.8 0.0 

 

製 造 業 26.7 25.1 0.8 24.8 22.1 1.4 30.5 18.7 5.9 31.2 18.3 6.5 

卸・小売業 12.5 40.3 ▲13.9 5.9 47.0 ▲20.6 12.5 40.3 ▲13.9 8.7 42.0 ▲16.7 

飲 食 業 22.2 27.8 ▲2.8 0.0 31.3 ▲15.7 15.8 36.8 ▲10.5 16.7 27.8 ▲5.6 

運輸・通信業 30.0 20.0 5.0 0.0 27.3 ▲13.7 36.4 9.1 13.6 30.0 20.0 5.0 

建 設 業 31.6 17.5 7.0 14.6 9.7 2.5 35.7 21.4 7.1 31.5 25.9 2.8 

サービス業 23.9 26.1 ▲1.1 10.3 25.7 ▲7.7 22.2 26.7 ▲2.2 25.6 32.6 ▲3.5 

Ａ規模企業 32.4 19.6 6.4 23.1 17.6 2.8 36.3 13.7 11.3 30.4 13.7 8.3 

Ｂ規模企業 21.5 29.5 ▲4.0 14.7 28.3 ▲6.8 22.9 28.5 ▲2.8 24.1 30.2 ▲3.1 

  

◇自社の操業度 ――上昇傾向が全体的に続く見込み 

 各企業における操業度合について、全業種平均のＢＳＩ値をみると、平成

２９年上期実績２.１が、平成２９年下期実績では１.７となり、０.４ポイン

ト下降したもののプラスを保っており、前回調査した平成２９年下期予測の

▲２.４と比較すると、予測に反し上昇傾向であった。平成３０年上期予測で

のＢＳＩ値は２.８と、多くの企業で今後回復基調がみられる。 

 業種別の平成２９年下期実績をみると、製造業、建設業、サービス業のＢ

ＳＩ値はプラスであるが、その他はマイナスとなっており、業種によってば

らつきがみられる。業種別の平成３０年上期予測においても、各業種の操業

度合は直前期実績と同じように推移すると予測している。 

 また規模別では、各期実績を通して規模間の格差は現れているが、平成３

０年上期予測においてはＡ規模企業、Ｂ規模企業ともに上昇を見込んでいる。  
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自社の 

操業度 

平成 29 年 1 月～6 月 平成 29年 7月～12月 平成 30 年 1 月～6 月 

実  績 予  測 実  績 予  測 

項 目 

 

業 種 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

全 業 種 29.2 25.1 2.1 22.3 27.1 ▲2.4 29.6 26.3 1.7 28.2 22.7 2.8 

 

製 造 業 33.7 25.7 4.0 32.6 25.2 3.7 35.8 23.0 6.4 37.3 20.0 8.6 

卸・小売業 16.9 29.6 ▲6.3 4.0 36.0 ▲16.0 14.1 32.4 ▲9.2 11.4 30.0 ▲9.3 

飲 食 業 27.8 38.9 ▲5.6 0.0 50.0 ▲25.0 10.5 36.8 ▲13.2 10.5 42.1 ▲15.8 

運輸・通信業 18.2 9.1 4.5 11.1 11.1 0.0 9.1 18.2 ▲4.5 20.0 30.0 ▲5.0 

建 設 業 30.4 21.4 4.5 12.2 19.5 ▲3.7 37.5 26.8 5.4 30.2 17.0 6.6 

サービス業 31.8 18.2 6.8 21.1 26.3 ▲2.6 31.8 27.3 2.3 23.8 19.0 2.4 

Ａ規模企業 34.3 18.6 7.8 35.2 15.4 9.9 36.3 16.7 9.8 33.3 14.7 9.3 

Ｂ規模企業 27.4 27.4 0.0 17.4 31.5 ▲7.1 27.3 29.7 ▲1.2 26.4 25.6 0.4 

  

◇生産高又は売上高 ――全体的に増加も業種間、規模間で大きな格差 

 製造業、建設業における生産高、それ以外の業種における売上高について、

平成２９年下期実績をみると、全業種平均のＢＳＩ値は０.３と直前期に比べ

０.２ポイント上昇し、前回調査の平成２９年下期予測▲４.９と比較しても

増加。平成３０年上期予測ではＢＳＩ値０.０と横ばいに推移する見込み。 

  

生産又は 

売上高 

平成 29 年 1 月～6 月 平成 29年 7月～12月 平成 30 年 1 月～6 月 

実  績 予  測 実  績 予  測 

項 目 

 

業 種 

増 

 

加 

減 

 

少 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

増 

 

加 

減 

 

少 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

増 

 

加 

減 

 

少 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

増 

 

加 

減 

 

少 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

全 業 種 27.0 26.7 0.1 18.7 28.4 ▲4.9 27.6 27.1 0.3 24.5 24.5 0.0 

 

製 造 業 31.7 28.4 1.6 26.6 24.9 0.9 35.0 27.3 3.8 32.8 18.9 6.9 

卸・小売業 17.1 34.3 ▲8.6 9.8 43.1 ▲16.7 11.1 34.7 ▲11.8 13.4 38.8 ▲12.7 

飲 食 業 27.8 27.8 0.0 0.0 29.4 ▲14.7 5.3 36.8 ▲15.8 10.5 36.8 ▲13.2 

運輸・通信業 0.0 10.0 ▲5.0 11.1 33.3 ▲11.1 20.0 30.0 ▲5.0 10.0 30.0 ▲10.0 

建 設 業 22.2 18.5 1.9 7.5 22.5 ▲7.5 30.4 17.9 6.3 17.3 21.2 ▲1.9 

サービス業 34.9 20.9 7.0 16.2 29.7 ▲6.8 31.8 20.5 5.7 25.0 22.5 1.3 

Ａ規模企業 37.4 21.2 8.1 34.1 15.9 9.1 35.0 17.0 9.0 35.7 15.3 10.2 

Ｂ規模企業 23.3 28.7 ▲2.7 13.0 33.1 ▲10.0 25.0 30.6 ▲2.8 20.4 27.8 ▲3.7 

  

◇製・商品販売価格 ――今後も価格が全体的に上昇すると予測 

 各企業における製品又は商品の販売価格について全業種平均でみると、平

成２９年下期実績１.０となり、平成２９年上期実績のＢＳＩ値▲１.０、前

回調査の平成２９年下期予測▲０.８に対し好転している。平成３０年上期予

測においてもプラスを示しており、上昇傾向が続くと見込んでいる。  

  

◎当面の経営上の問題点 

 この調査は、企業における経営上の問題点（複数回答）について調査した

ものであり、全企業平均で最も多いのは、「求人難」の４４.４％であり、つ

いで「売上・受注不振」の３５.１％、「原材料価格高」の２９.３％、「人件

費の高騰」の２９.０％、「商品価格･受注単価安」の２３.２％の順になって

いる。業種別に最も多かった経営上の問題点を見ても、「売上・受注不振」が

卸・小売業 (４５.２％)「原材料価格高」が飲食業(５２.６％)、「求人難」

が製造業 (４５.０％)、運輸・通信業(８１.８％)、建設業(５３.４％)、サ

ービス業(５２.２％)で最も多く挙げられている。 

  

経営経済動向調査の報告書

については、宇治商工会議所

ｗｅｂページ(http://www.u

jicci.or.jp/01keiei/chosa

/index.htm)にて公開してい

ます。 

 

――― 平尾知美 
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嵯峨・嵐山の撮影会を満喫 
 

写真同好会 「かわせみの会」 
 

 写真同好会「かわせみの会」(太田利三委員長)は、2 月 14 日にメンバー6

名が参加のもと、嵯峨・嵐山方面で撮影会を実施しました。嵐山の竹林では、

天に向かって伸びる竹の力強くしなやかな光景や、葉の間から覗く明るい日

の光をカメラに収めておられました。観光客に人気のスポットで縁結びにご

利益のある野宮神社や、そぼくな佇まいに風情が残る落柿舎、幻想的な御髪
み か み

神

社など散策しながら熱心に撮影されておられました。今回は、ゆったり流れ

る時間とのどかな景色を満喫し、心癒された撮影会となりました。 

  

 

 

 

写真に興味のある方は写真同

好会事務局まで。 

――― 湯浅公恵 

無期転換の準備、進めていますか？ 
 

労 務 
 

 平成 25年 4月に成立した「改正労働契約法」に基づき、本年 4月から無期

転換ルールが適用されます（下記図参照）。無期転換ルールとは、有期労働契

約が 5年を超えて反復更新された場合、有期契約労働者(パートタイマーやア

ルバイトなどを問わず雇用期間が定められた社員)が、雇用主に申し出ること

で、期間の定めのない労働契約(無期労働契約)に転換されるという新たなル

ールです。労働者から申し出があった場合、雇用主は速やかに無期労働契約

に転換する必要があります。そのため、雇用主は有期労働契約労働者の実態

把握や、無期転換後の労働条件の設定について検討しておく必要があります。

また、無期転換への申し出（申込）については口頭でも法律上有効ですが、

トラブルを避けるため可能な限り書面で契約を交わし、労働者に交付してお

くことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

無期転換ルールの詳細につい

ては、厚生労働省の web ペー

ジ（http://muki.mhlw.go.jp

/policy/handbook_2017.pdf）

をご覧ください。 

 

――― 澤本匡人 

 

 

 

宇治徳洲会病院跡地に食品スーパー等が出店 
 

出店情報 
 

 アーク不動産㈱(大阪市)が中心となり開発を進めている、小倉町春日森に

ある宇治徳洲会病院跡地の開発計画について、大規模小売店舗立地法に基づ

く店舗新設の届出が京都府に提出されています。 

 計画では、食品スーパーマツモト、ドラッグユタカ、テニススクール、携

帯ショップ、飲食店（2店舗）が出店される予定です。 

 宇治市内では、スーパーマツモトは槇島の宇治西店に次ぎ 2 店舗目、ドラ

ッグユタカは 9店舗目の出店となり、7月末のオープンを予定しています。 

大規模小売店舗新設届出の主な概要 

店舗名称 (仮称)宇治市小倉町ＰＪ 

所 在 地 宇治市小倉町春日森 86番地の 2ほか 

店舗面積 2,855 ㎡ (マツモト 1,941㎡、ユタカ 775 ㎡、携帯ショップ 139 ㎡） 

営業時間 9:00～23:00（携帯ショップ 10:00～20:00） 

駐車台数 238 台 

新設予定日 平成 30年 7月 31 日 

  

この大規模小売店舗の新設届

出は､5月28日まで縦覧でき､

出店地周辺の交通、騒音、廃

棄物処理等、生活環境保持の

見地から、京都府へ意見書を

提出することができます。 

 

縦覧場所 

京都府山城広域振興局農林商

工部商工労働観光室 

 

――― 佐々木伸治 
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貴社の優良従業員をご推薦ください 
 

優良従業員表彰 
 

 宇治商工会議所では、会員事業所に長年勤続され、功績顕著な方を優良従

業員として 6 月開催の通常議員総会にて表彰させていただきます。該当する

方がおられましたら、ご推薦ください。 
  

対象従業員 平成 30年 4月 1日現在で、勤続年数が 20年・30年・40 年の方 

     ※ただし家族従業員は除きます 

申込締切 ４月２０日(金) 
  

  

詳細は、宇治商工会議所業務

課（℡23-3101）まで、お問合

わせください。 

 

――― 中村真由美 

商工会議所の部会・委員会等報告 
 

2 月開催 
 

交通部会 情報交換会 (森 敬夫部会長) 

 2 月 2 日開催：第一部では宇治警察署より管内情勢と交通安全対策につい

て講演いただき、第二部では日野自動車株式会社技術研究所より、バスの

先進安全技術と自動運転に向けた取り組みについて学んだ。38名出席。 

商業部会 (太田壱将部会長)・金融部会 (服部広志部会長) 合同視察研修会 

 2 月 7 日開催：滋賀県長浜市にて実施。黒壁で有名な市街地の街並みを視

察後、長浜まちづくり株式会社の吉井氏の講演で、来街者ゼロから 200 万

人へと飛躍を遂げた官民一体となった街づくりや地域活性化の事例につい

て研修を行った。26 名参加。 

建設部会 ＩＴ活用経営革新セミナー (西村三典部会長) 

2 月 14 日開催：建設関連業者に役立つ「工事写真メーカー・現場 DE カメ

ラ（黒板アプリ）」や紙媒体を簡単に PDF 化できる「Adobe Scan」等を実践

しながら説明いただき、作業の効率化や情報管理を学んだ。25名出席。 

青年部 全国大会岐阜かかみがはら大会 (吉田統公会長) 

 2 月 16・17日開催：全国の商工会議所青年部を対象に岐阜県各務原市で開

催。全国各地から約 6,000 名が参加。宇治商工会議所青年部では、うだつ

の上る町並み旧今井家住宅などを視察する会員研修会も兼ねて 16 名が 16

日の大懇親会から合流し、普段会えない遠方の青年部員らと交流を深めた。 

茶業部会役員会 (通円亮太郎部会長、堀井長太郎副部会長) 

 2 月 19日開催：1 月 11 日オープンの祇園北川半兵衛の店舗を視察見学。ま

た、次年度以降の部会活動として、宇治茶発信活動として会員を対象にし

たおもてなしや食育健康セミナーの開催を検討。 

女性会 健康教室 (通円道江会長) 

 2 月 22 日開催：社会奉仕委員会(辻川ヒデ子親睦委員長)主催で医療法人保田

歯科医院ご協力のもと健康教室を開催。健康を維持するために重要な口腔

ケアなど口腔唾液との関連について実演を交えての講習。25 名出席。 

役員議員研修運営委員会（中村健治委員長、吉田實子副委員長、小西敏博副委員長） 

 2 月 23・24 日開催：35 名参加のもと福岡県博多方面へ 1泊 2 日の役員議員

研修旅行を実施。2017年に世界文化遺産登録認定された宗像大社や菅原道

真公を祀る大宰府天満宮を参拝。柳川では北原白秋生家の記念館や国指定

名勝である立花氏庭園を見学し、どんこ舟で水郷を回る柳川堀巡りを体験。 

商業問題委員会 (宮元亀一委員長、薮内 均副委員長、信貴豊長副委員長 ) 

 2 月 26 日開催：宇治徳洲会病院跡地の商業施設と V･drug 宇治槇島店の出

店計画、イトーヨーカドー六地蔵店とイオン大久保店の解体撤去工事、市

内商店街等関連事業について説明および意見交換。 

  

 

 

 

 

 
交通部会情報交換会 

 

 

 

 

 

 

 
 

商業部会・金融部会合同視察研修会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年部 全国大会 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

役員議員研修旅行 


